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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　　標

1 4

運営推進会議は多種・多様な機関の参加をお願
いしている。消防や警察等災害や防犯の観点か
ら貴重なご意見等を頂いているが、今年新型コロ
ナウイルス感染防止のため、未だに会議の開催
が出来ない状況にある。

会議の開催が出来ない状況でも、書面での開催
を年度内に２、３回実施できる事を目標とする。

2 6

身体拘束について、身体拘束廃止委員会は運営
推進会議の中で４回開催する事になっているが、
コロナの影響で会議自体が開催できない為、委
員会の開催が出来ない現状となっている。

身体拘束廃止委員会を設置するにあたり、身体
拘束に関することぶきの指針を作成し、ご家族・
構成員等に配布させて頂いたが、コロナ禍で身
体拘束廃止委員会の開催が困難な事から指針を
一部見直して、幹部職員４人を委員に変更して年
度内に４回開催する。

3 35
年２回開催していた、火災避難訓練と１回開催し
ていた自然災害避難訓練を今年は未だ実施出来
ていない。

年度内に消防の立ち合い無くても、１回の火災避
難訓練と自然災害避難訓練を１回実施する事を
目標とする。

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。

注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

【 目標達成計画 】　

これまでのことぶき内部の行事や具体的活動内
容をまとめてご家族はじめ、市役所・消防・警察・
包括等会議の構成員に書面で報告できる取組を
実施する。

身体拘束に関する指針の一部構成員をことぶき
幹部の４人に変更し、ご家族・構成員に変更した
指針を配布して同意を頂く。同意後、年度内に４
回ことぶき身体拘束廃止委員会を開催し、２回の
身体拘束に関する研修会を開催する。

来年１月から３月の間に夜間想定で、消防の立
ち合い無くても実施計画書を作成し、火災避難訓
練と吹雪等で停電・断水になったとの想定で自然
災害避難訓練を実施するか、自然災害の実施が
出来ない場合は食糧品の賞味期限や非常時の
懐中電灯などの点検を実施する。

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

半年

　　　　　　　　　　　　目標達成計画
グループホーム　ことぶき
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目標達成に
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半年

半年


